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平
戚
十
年

の
ま
ち
づ
く
り

額
八
十
一
億
一

一
千
八
百
七
十
六
万
九
千
円

平
成
十
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三

月

定
例
町
議
会
が
三
月
十
六
日

か
ら

三
月
二
十
六

日

ま

で
の
十

一
日

間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま
し
た

。

こ
の
定
例
町
議
会
で
は

、

平
成
+
年
度

一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
を
は

じ
め

、

職
員
の
勤
務
時

間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な

ど
二

十
九
議
案
等
を
審

議
し

、

二
十
五
件
を
原
案
ど
お

り

可
決

、

二
件
を
否
決

、

二
件
を
採
決
省
略
と
し

中
小1
υ
七
九。

企

東側立面図

4北側立面図

当
初
予
算
か
ら
順
を
追

っ

て
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①川内中学校屋内運動場立面図

②川内中学校屋内運動場建設予

定地 (白点線部分)

-
予
算
の
概
要

第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿
い

、

「
さ
く
ら
街
道
夢
広
場
か
わ
う

ち

」
を

目
指
し
て

、

豊
か
で
安

心

で
き
る
魅
力
あ
る

川
内
町
を
実
現

す
る
た
め

、

移
動
系
防
災
行
政
無

線
の
整
備

、

公
共
下
水
道
の
整
備

、

中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
・
棚

田
地
域
等
緊
急
保
全
対
策
事
業
等

の
農
業
基
盤
整
備

、

観
光
施
設
整

備
、

中
学
校
屋
内
運
動
場
な
ど
の

教
育
施
設
整

備
、
道
路
網
の
計

画

的
な
整
備
な
ど
積
極
的
に
編

成
さ

れ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
と
し
て
は

、

一
般
会

計
が
五
十

一
億
七
千
二
百
二
万
三

千
円

(前
年
比
七
・
六
%
減
)。

特
別
会
計
は
、
国

民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
七
億
六
千
百
五
十
三

万
三
千
円

(前
年
比
三

・
九
%
減
)、 、、金φ

老
人
保
健
特
別
会
計
が
十
二
億
五

千
百
四
十
万
五
千

円

(前
年
比
五

・

九
%
減
)、

簡
易
水
道
特

別
会
計
が

一
億
九
千
三
百

一
万

一
千
円

(前

年
比
十
二

・
五
%
増
)、

公
共
下
水

道
特
別
会
計
が
五
億
六
千
六
百
八

万
円

(前
年
比
二
八

・

一
%
増
)、

そ
し
て

、
十
年
度
よ

り
ふ
る
さ
と

交
流
館
完
成
に
伴
い

、

ふ
る
さ
と

交
流
館
特
別
会
計
を
八
千
四
百
七

十

一
万
七
千
円
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

a‘ 

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
た
総
額
八
十
億
二
千
八
百

七
十
六
万
九
千
円

(前
年
比
三

・

七
%

減
)
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。



主
要
な
施
策

⑨
⑧

・

⑮
⑧

平
成
九
年
度
の
固
定
系
防
災
行

政
無
根
施
設
の
整
備
に
引
き
続
き
、

災
害

・

緊
急
時
の
迅
速
な
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
移

動
系
防
災

行
政
無
線
を
整
備
す
る
と
と
も
に

、

消
防
施
設
の
充
実
を
図
り
、
総
合

的
な
地
域
防

災
体
制
を
確
立
し
ま

す
。安

定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
簡

易
水
道
の
整
備
と
、
河

川
の
水
質

改
善

・
快
適
な
居
住
環
境
の
確
保

の
た
め
公
共
下
水
道
整
備

(
管
渠

布
設
工
事
・
処
理
場

一
部
建
設
)

[平即時鞠予算.
投資的費等の主なもの I

- 移動系防災行政無線整備事業 (千円)

34,442 

・ 消防設備 ・ 消防施設整備事業
20,243 

を
進
め
ま
す

。

公
共
下
水
道
計
画

区
域
外
に
つ
い
て
は

、

合
併
処
理

海

化
槽
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

西
中
村
・
西
組
線
、
北
方
中
央

線
な
ど
の
改
良
工

事
を
は
じ
め
、

安
全
で
快
適
な
生
活
道
路
網
の
整

3,300 

63 ,560 

70,010 

564,322 

- 交通安全施設整備事業

- 道路橋梁新設改良事業

- 道路橋梁維持修繕

- 緊急地方道路整備事業

- 特定地方道路整備事業
160,010 

備
や
交
通
安
全
施
設
整
備
に

努
め
ま
す
。

⑩ 
⑨ 

温
泉
を
核
と
す
る
ふ
る
さ

と
交
流
館
を
本
年
凹
月

一
日

に
開
館
し
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ

ュ
、

交
流
の
最
適
な
空
間
の
提

供

に
よ
り

町
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

お
年
寄
り

等
の
在
宅
生
活
を
支

援
す
る
た
め

、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー

の
派
遣
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ

ィ
の

い
わ
ゆ
る

在
宅
三

本
柱
を
中
心
に
各
種
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス

等
を

実
施
し
、
住
民
福
祉

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

川内j争イヒセン タ ー
20,000 

66,000 

231 ,990 

・ 棚田地域等緊急保全対策事業
23 ,412 

- 地域改善施設整備事業

- 中山間地域総合整備事業

- 林道整備事業

- 林業振興補助事業
7,454 

- 観光施設整備事業

⑧ 
⑧ 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
農
業
の
生
産
基
盤
を
整

備
す
る
と
と
も
に

、

農
業
機
械

・

施
設
の
導
入
助
成
や
農
地
の
利
用

集
積
な
ど

、

農
業
の
活
性
化
を
図

り

ま
す
。

ま
た
、
と
も
補
償

事
業

の
助
成
な
ど
、
米
の
緊
急
生
産
調

整
推
進
対
策
を

推
進
し
ま
す
。

5,800 

3,000 

5,700 

7,913 

10,230 

- 農業振興補助

- 農道整備事業

- 県営老朽ため池整備負担金

- 排水路整備

- 県 ・ 町単土地改良事業補助

10,000 

林
道
の
整
備
や
造
林
事
業
の
助

成
に
よ
り
林
業
振
興
と
森
林
の
保

全
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、

有
害
鳥

獣
被
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
会
活
動
や
中
小
企
業
の
支

援
・

育
成
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、

観
光
施
設
や
公
園
整
備

・

イ
ベ
ン

ト
の

支
援
な
ど

、

生
活
環
境
の
向

上
と
町
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⑧ 

⑧ 

川
内
中

学
校
屋
内
運
動
場
等
改

築
工
事
な
ど
の
学
校
施
設
整

備
の

ほ
か
、
学
校
教
育
の
充
実
、
社
会

教
育
と
し
て
の
各
種
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す

。

55,278 

10,447 

15,610 

3,424 

・川内中学校屋内運動場等改築事業
615,773 

- 合併処理浄化槽設置等補助

- 町営住宅改修事業

- 学校施設整備事業

- 災害対策



一
般
議
案

O
職
員
の
勤
務
時
間

、

休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て労

働
基
準
法
の

一
部
改
正
に

伴
う
改
正

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
開

館
に
伴
い

、

入
湯
税
の
規
定
を

新
た
に
設
け
る
こ
と
と

、

平
成

十
年
度
の
住
民
税
の
特

別
減
税

の
規
定
を
す
る
た
め
の
改
正

O
町
税
の
徴
収
等
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
の
特

別
減
税
に

対
応
す
る
た
め
の
改
正

O
川
内
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
開

館
に
伴
い
、

特
別
会
計
に
お
い

て
管
理
運
営
を
す
る
た
め
の
改

正
O
川
内
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
等
の

一
部
改
正

に
伴
い

、

保
護
者
の
就
労
状
況

に
則
し
た
保
育
基
準
と
す
る
た

め
の
改
正

O
川
内
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

日
本
私
立
学
校
振
興

・

共
済

事
業
団
法
の

一
部
改
正
に
伴
う

改
正

O
川
内
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に

係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

条
例
の
廃
止

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
率

改
定
の
た
め
の
改
正

(均
等
割

)

現
行

十
六

、

0
0
0

円

改
正

二
三

、

0
0
0

円

※
七
、
0
0
0

円

の
増
額

(平
等
割
)

現
行

二
O

、

0
0
0

円

改
正

二
六

、

※
六

、

五
O
O
円

の
増
額

O
川
内
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

水
道
法
の

一
部
改
正
に
伴
い

、

従
来
の
水
道
工
事

指
定
店
制
度

を
見
直
し

、

統
一
化
、
明
確
化

さ
れ
た

指
定
要
件
の
下
、
給
水

装
置
工
事
事
業
者
を
指
定
す
る

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

O
平
成
九
年
度
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路
改

良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

O
平
成
九
年
度
県
費
補
助
事
業
宿

野
線
道
路
改
良
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
九
年
度
公
共
下
水
道
事
業

9
l

補
l

管
渠
工
事
④
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 五

O
O
円

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

目
的
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
で

補
正
総
額
六

O
四

、

O
六
四
千
円

累
計
総
額

六
、

六
七
七
、
二
六
七
千
円

《老
人
保
健
特
別
会
計

》

老
人
医
療

給
付
費
負
担
金
の
減

額
補
正
な
ど
で

補
正
総
額ム

一
二
九

、

八
三
七
千
円

累
計
総
額

二
、

二

一
七

、

二
O
五
千
円

《簡
易
水
道
特
別
会
計

》

補
正
総
額

ム
二
ハ
一
千
円

累
計
総
額

一
八
九

、

三
O
九
千
円

《公
共
下
水
道
特
別
会
計

》

補
正
総
額

\
ム

I
u
、

〆
/
』
J
J

〆

累
計
総
額

O

一
O
千
円

四
二
八
、
三
O
六
千
円

-
報

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別
委

員
会
審
査
報
告

(中
間

)

O
温
泉
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会

土邑
c 

審
査
報
告

(中
間
)

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審
査

報
告議

員
発
議

O
議
長
信
任
決
議

・
:

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

:
・

O
議
長
不
信
任
決
議

議
長
信
任
決
議
が
可
決
さ
れ

た
た
め

、

採
決
が
省
略
さ
れ
ま

し
た
。

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
廃
止

決
議-

:
可決
さ
れ
ま
し
た
。

.

O
副
議
長
信
任
決
議

:
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

•. 

0
副
議
長
不
信
任
決
議

副
議
長
信
任
決
議
が
可
決
さ

れ
た
た
め

、

採
決
が
省
略
さ
れ

ま
し
た
。

O
川
内
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減

少
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て-

:

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

.

0
川
内
町
議
会
の
解
散
決
議

:
・

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

.



国
保
の
保
険
税
率
を

増
額
改
正
し
ま
す

。

-
国
保
の
医
療
費
は

、

左
の
グ
ラ

フ
の
よ
う
に

年
々
七
%
前
後
増
加

し
、

平
成
八
年
度
で
は

一
人
当
た

り

四
十
万
円
を
超
え
ま
し
た

。

常

に
県
平
均
を
上
回
り

、

県
下
七
十

市
町
村
中

医
療
費
の
高
い
方
か
ら

十
五
番
目
と
な

っ
て
い
ま
す

。

一人当りの医療費の動向

1 
市
官官
コ

l
n
v
n
v
n
u
n
u
n
u
n
u

、
戸E
n

u
n
v
n
v
n
u
n
u

4
4
3

R
J

凋
匂

q
d
n
t

唱
1

口 川内町

口 愛媛県

口 川内町

口 愛媛県

百

金額

万円

~r= I 
61-1 ト一千一一~一一斗 1---1 
5 1-1 トー守一→ トー斗 トー斗Il ド---f一寸
41-1 トー斗 ト一一」 ト一一」 トー斗
31-1 ト---1 トー斗 トー斗 ト斗
21-1 ド---1 トー斗 ト斗 ト斗
11-1 トー斗 トー」 ト斗 ト---1
01l 
3 4 5 6 7 

人当 りの保険税の動向

年度

方
、
保
険
税
は
、

平
成
四
年
度
に

税
率
の
見
直
し
を
行

っ
て

以
来

、

一
人
当
た
り
五
万
六
千
円
前
後
の

負
担
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、

右
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
県
平
均
を

下
回
り

、

県
下
の
順
位
は
、
高
い

方
か
ら
五
十

三
番
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。

川
内
町

国
保
が
高
額
な
医
療
費

で
も
運
営
で
き
ま
し
た
の
は

、

財

政
調
整
基
金
(
預
金

)
の
取
崩
し

に
よ
り
対
応
し
て
き
た
た
め
で
す

。

し
か
し
こ
の
基
金
も
平
成
九
年
度

末
に

は
五
千
六
百
万
円
と

な
り

ま

す
。
(
一ヵ
月
の
支
払
額
は
、
約
六

千
万
円
程
度

)

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
保
財
政
に

支
障
を
き
た
す

こ
と
か
ら

、

平
成

十
年
度
か
ら
保
険
税
率
の
増
額

改

正
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た

。

-
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

。

現行税率 改正税率 変更点

所得制 6.0% 6.0% 据え置き

資産制 40.0% 40.0% 据え置き

均 等 割 16，000円 23 ，000 1可 7，000p:j J自

平等割 20，000円 26 ，500円 6 ，500 I]~t'~ 

-
国
保
が
健
全
に
運
営
さ
れ

、

私

た
ち
が
安
心
し

て
診
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

) 11 

福内
E 祉町
9 ~果役
6 国場
6 保
係

~ 2 
内 2
線
362 
~ 2 

実施日 |村 容 場所

5 月 23 日ω 1m会式手遊びパネルシアター 小麦粉粘土 保育園

6 月 13EIW お父さんとj邸主う ~ 

6 月 27 日W 自EtlfJfI Jj~ 13 今

7 f1 22 日ω プールで遊ぼう ~ I 戸端会談 (育児相談) 佐藤セノ'1-

8H8 E1ω プールで遊ぼう 保育園

8 )=1 22 EI(:!J 1~ 1J:llm放 13 11 

9)'191'1(;1<) 手{午りおやつの紹介 “みんなで食べよう" 健康七ント

lO月 3 1'1 (:u 自 FI:l lmJ&日 保育園

I OH24 日ω 絵本の紹介指人形出11 井戸端会議(育児相談) 11 

ll)i 14 日印 手作りおもちゃのがl介 親子でおもちゃを作ろう 11 

II H28 日ω 自由開放日 ~ 

12H 9 EIω 親子で身体制史って遊ぼう 量産七ン1-

i 月 9 日ω リスム遊び弁戸端会談(育児相談) 保育園

UI23 日ω 自由開放日 11 

2 )'1271'1(:[:) I~'I 会式 パネルンアター 指人形と;!'I I i'う 11 

「
子
育
て
広
場
」
の
事
業
は、

地
域
の

「
家
庭
で
の
子
育
て
」
を

支
援
す
る
た
め
に

、

就
園
前
の
乳

幼
児
を
対
象
に
、
保
育
園
と
健
康

セ
ン
タ

ー

を
開
放
し
て

一
緒
に
遊

ん
だ
り

、

子
育
て
に
お

け
る

悩
み

※毎週二1:.II\'il 日に絵本の貸し出しを しています。

※行事にもご:tH待します。 7 月-七夕まつり 12月 … クリスマス会

9 月-運動会 2 月 …人形底11

な
ど
を
話
し
合
え
る
機
会
を
設
け

た
い
と
願
い

、

平
成
八
年
度
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
子
さ
ん

と

一
緒
に
保
育
園
に
来
て
遊
ん
だ

h
り

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

参
加
ご
希
望
の
方
は

、

準
備
の

都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

、

お
子
さ

ん
の
年
齢
と
性
別
を
5

月
9

日
ま

で
に
、

川
内
保
育
園

(E
9
6
6

ー

2
2
8
8

)
ま
で
お
知
ら

せ
下

，
、?
、

。

、

c

h
ν尚

、

衣
服
が
汚
れ
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、

着
替

え
を
お
持
ち
下
さ
い
。



力メラレポート

企開館セレモニー
4 月 1 日ふるさと交流館で、開館セレモ

ニーが行われました。

あいにくの雨でしたが、ロビーには開館

を待つ約300人の来館者が、オープニングイ

ベントの少年太鼓、 1r.m子舞、吹奏楽を楽し

みました。 オープニングイベントの後、テ

ープカ ットが行われ、訪れた人は、さ っ そ

く“さくらの湯"を堪能しました。

集会 町
完成

戚
n
"

v開館記念式典
川内町ふるさと交流館の開館記念式典が 3

月 30 日開催されました。

4 月 1 日 の交流館開館に先だち、関係者約

80人が集まり 、 ふるさと交流館の完成を祝い

ました。

(プール概要)

111 
ブ内

1/哩
/し空
n:. 町内
成

25m 、 8 コ ー ス、水面積400m'、深さ 1 .25m ~ 1.40m 

FRP製、更衣室 、 トイレ 、 シャワ ールーム、観覧席 、 倉庫 6

-..( il 

‘ 〆
1-.'ニ~:'"

伊予:勺J

,:\," 
、九

無線放送
スター卜/

4 月 1 日より、有線

放送に変わり、防災行

政無線による放送がス

タ ー トしました。

Il町役場からのお知 ら

せや災害 ・ 緊急時の放

送などを行います。

一
?通掛￠ 士合A2占主 ιι, 



j 力メラレポート

4森町長、木次町訪問
4 月 3 日 、川内 11IJから森町長が木次町を訪ねま

した。

これは、姉妹町交流10周年の節目に行われたも

ので、今までの交流事業のあり方や今後のまちづ

くりについて、大いに語り合いました。

、年- ~~ 

交通安全祈願祭砂
春の交通安全運動期間の初日、 4 月 6 日に恒例の交通安全祈

願祭が行われました。

祈願祭には、仏教会、

川内交番署員 、 交通安全

指導員、交通安全協会員、

11日 職員が参加。 昨年の交

通死亡事故現場をまわっ

て交通安全を祈願しまし

た 。

(川内中学校) 4/9 

E吉弘軍司 123名

川
内
交
番
に

井
関
巡
査
一
一
赴
任

4 月 1 日付で本田巡査部長にかわり、

井関光男巡査が川内交番に赴任しました。

まだ、 川内の地理がわからないので、 11IJ

内中を今、走りまわっているそうです。

(小学校)4/8

・I'~J"""'~語・

川上小学校
93名

東谷小学校

18名

西谷小学校
12名

-E吉弘調局断温・

4/6 川 内保育園
15名

4/13 川上幼稚園 47名

東谷幼稚園 12名

西谷幼稚園 9 名



(
敬
称
略
)

(後列左から )

能回富子、高田和枝、安井輝美、土居元子、 今村恭子、山内寛子、藤田康子
(前列左から )

大野直正、橘好幸 、 小川敏、 田中康雄、 永山洋一、橋本祐志 、 山本浩二 、 小笠原典人

。

退

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

1能

教

三ム

日目。

校

長

0 
転

出

校

長

石i度乗

原

洋

部

良

松

幸

(北
条
河
野
小
学
校
へ

)

教教教教養
護
教
諭

吾ム
日日 1)

葛

j京

ネ昔

(拝
志
小
学
校
へ
)

由

告必入
日0')

111 

田

(北
吉
井
小

学
校
へ
)

尚

=1>、
日Hリ

井

原

(怒
和
小
学
校
へ
)

な
な
え

三ι
日目り

円 IJ

，"青

(柳
井
川
小

学
校
へ
)

さ
ゆ
り

芦主
鼠

本

(
宮前
小
学
校
へ
)

専
門
員

校教

子

長
壬必、

日0')

1EL 

教

喜子必、

日11')

教

三乙〉、

日 0 ')

平

教

美

事文

美

教

哉

専
門
員 圭~h、

日日 1)
圭A
,,0

'
) 

三1>、

i'ill') 

豊

回

康

)11 

字
校
ノ\

渡

音日

ザ
此
入

(川
上
小
学
校
へ

)

池

l王|

丈

(川
上
小
学
校
へ
)

千111

(川
上
小
川町
ナ校
へ
)

岡

田

(砥
部
中
学
校
へ
)

r:jJ 

4寸

す長

(
久
谷中
学
校
へ

)

111 

宙
，じa、

口

(勝
山
中

学
校
へ
)

大

戸

(松
山
西
中
学
校
へ

)

回

秀

(北
吉
井
小
学
校
へ
) 隆

。

転

11青

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

入

r~i量

博宏
、

康自I~樹

中支教事文教教教教養
護
教
諭

専
門
員 長

英

部

，:1寄
(I:>ζ 

(東
谷
小
学
校
よ
り
)

壬ι

而1')

j苦

7じ

子

(北
吉
井
小
学
校
よ
り
)

呈￡九
日日1)

安

美

チ:1:

輝

(小
野
小
学
校
よ
り
)

="'λ 51l
'
) 

池

丈

日青

EEI 

(東
谷
小
学
校
よ
り
)

主吾会h

iillリ

本

1告

LLi 

(南
吉
井
小
学
校
よ
り
)

呈必、

"唱1)

和11

1専

(西
谷
小
学
校
よ
り
)

三ι

日Hリ

.L.I .... 

flt: 

田

富

子

(拝
志
小
学
校
よ
り

τ吉
田1

平日

枝

圧|

(松
山
西
中
学
校
よ
り
)

小
笠
原

I也

人

(北
吉
井
小
学
校
よ
り
)



校教

長

洋

水

LLJ 

(教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り

)

号b、

�jlJ 

橋

祐

士心

オて

(
桑
原小
学
校
よ
り
)

教

ミ圭ゐ、

日jlJ

今

'
→
叫
'

、

『J
1苅n
1

ヲた

-j-

(柳
井
川
小

学
校
よ
り
)

校教教教教専
門
員 長

康

雄

圧|

(
愛媛
県
教
育
委
員
会
よ
り

)

壬之入

�'J 

~l 

幸

(
久
谷中
学
校
よ
り

)

三証主、

日日 IJ

大

'
p
 -j
 
mt 

直

正

(
重信
中
学
校
よ
り

)

壬ι
日fj lJ

;11 

倣

(
桑原
中
学
校
よ
り

)

三ム
iîHリ

寛

子

LLi 

|村

(
荏
原小
学
校
よ
り
)

n'事

子

EEI 

康

(
三島
小
学
校
よ
り
)

平
成
十
年
度
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

教
職
員
名
簿

0 
教教校 川

内
諭頭長 中

".,.., 

手

そ父
イ'të 谷橋判l 国立遠竹山藤東忽近大田和若日向橘高小宮河伊国
々須
木尾本野本花藤内内岡 那藤野井田田リjj' ヂ|ニ 賀 川田 野藤中

~ // ク// ~ // ~ // 今~ // イシ// ペ?// ペ?~ // ~ ~ 

養
護
教
諭

住
血4

}山
川
巾

日
-
=n
H
B

向
ドh
H

佳健峯康

件
陀

'

十U
ル

仲
間
払

'

十H
ル一

一
'
什
孔

L「
川
町

仁

『
↓j

r
ι「

'
n
M

玉
一

幸
子

聖
美

益

業

日
出
子

公
子

直
正

陵

二

ひ
と
み

ゆ
か
り

ゆ
か
り

寛
子

英
司

武実宙
心

五
味

A
-

-
'
ι
1
'
 

'
ソ
合
庁

姑
m
v

子B斡
υ
u

典 英香理卓

専
門
員

校
務
員

// 

(
敬
称
略
)

亀藤森

O
川
上
小
学
校

校
長
渡

仏
火
岡
県
ヒ

ヨ

ι
‘

4
d

-

り
'
ー

-
Z
E
'

教
諭
野
ロ

ク
近
藤

相
原

渡
部

和
田

高
須
賀

土
居

大
西

安
井

曽
我
部

岐
部

、
木

ィ
4
a
q

大
野

池
田

山
本

曽
我
部

能
回

日
浅

4
41
 

原

// // ~ // // // // // イシ// // 今イ〉~ ~ // // 。

長1
吋
JE

HF
 

逸康 幸

音15

英
隆

あ
け
み

佳
子

キ
サ
子

富
美
子

祐
美
子

真
知
子

禾
乃
宣
口

元
子

宙
心
づ十

輝

美

節
一
並
大

勇
次

郁
子

一冗
づ
十

丈
晴

浩

二

洋

一

富
子

好
子

世
間
寸

正
必
も

美

// // ~ ~ 

男子子

去
二
位
1
'文

ム
削

角
平
士-
M
-
n
均
Q
d
F
Z
vn

専
門
員

出f
J交
主
主
民
，

4

ι

・4

斗

ヨ
崎
上

校
務
員

0 
教教校 東

谷
諭頭長 小

".,.., 

チ

校
佐渡 仙川 大橋渡谷東和渡竹永

イシ// // ん
ソ

養
護
教
諭

拡
山
内

市
叩

設
設
助
教
諭

専
門
員

校
務
員

山 菅 小 高今重河石
笠

下野原日:1 井松野 川

O
西
谷
小
学
校

校
長
菅

教
頭
田

生
ム

削
ド

H

e

均
勾
a

z
-
-"

-d

r
E

。
渡
部

n
u

口
u

ィ
ヨq

T
ト
t

昨
日戸
判
明
川
間
判

// // 

建千典和互尚直正

田部内山

成洋

伯部波本野本部川

美一
一明
叫

ん
V台
庁

利
男

聡
子

美
智
代

良
仁

祐
志

田
美

真

也

亜
紀

誠
治

孝
茂

中野

相l 章 加知]和胤
代

恵男子嗣 紀子

ク

養
護
教
諭

主

任

校
務
員

渡
部
謙

吾

K
7

・

T

土
Q
F

J
LG

F

寸
4
1
4

→
，rv

一

一
一

波
盗
宏
子

日
浅
雅
文

長
曽
我
部
繁
子

子里人枝 郎 子美人

// 

O
川
上
幼
稚
園

園
長

仙

主
任
教
諭

菅

教
諭
門

羽川
品支

イシ// 。

O
東
谷
幼
稚
園

園
長
永

副
園
長
吉

教
諭
井。小
ハ
口

事
務
係
長
杉

O
西
谷
幼
稚
園

園
長
菅

主
任
教
諭
桑

仙
火
、
前
百
回

4
ヌ
ラ

ェ
=ロ
ー
ウ
小

1

。
近

ネ11 1 野本田野波

律
子

み
ほ
子

千
秋

由
美
子

幸
子

規
子

盟
』
布
子

上良山

キ史玲ノ洋
シブ
子佳子子 一

J京藤田原野

恵保恵胤

(平
成
十
年
度
役
職

員
名
簿
等
は

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す

。
)

子子宙
心

子



源
太
桜
ま
つ
り

四
月
五
日
間

、

土
谷
で
源
太
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

源
太
桜
ま
で
の

一、

六
キ
ロ
の

旧
金

毘
羅
街
道
を
歩
く
「
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
源

太
桜
」
で
は

、

途
中
の
お
墓
や
峠
の
茶

屋
跡

、

馬
の
休
憩
所
な
ど

、

当
時
の
中

山
越
の

"
難
儀
“
を
し
の
ば
せ
る
も
の

J

J

Z
 

源
太
桜
の
所

に
は

、
地
元
の

方
が
茶
屋
を
設

け
、
訪
れ
た
人

に
甘
酒
を
振
舞

っ
て
い
ま
し
た

。

イ
ベ
ン
ト
会

場
の
土
谷
公
民
館
に
は

、

桜
三
里
を
偲

ば
せ
る
"
あ
け
ぼ
の
橋
“
の
写
真
や
絵

、

親
柱
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人
の
恋
ふ
源
太
棋
の
花
盛
り

ま
さ
か
ず

過
疎
の
地
の
源
太
棋
や
町
お
こ
し

早
蕨
や
崩
れ
か
け
た
る
拝
み
石

重
信
町

近
藤
洋
子

お
花
見
ラ
イ
ブ

こ
の
ほ
か

、

農
産
物
即
売
パ
ザ
l

、

午
後

一
時
か
ら
は
、
も
ち
ま
き
も
あ
り
、

訪
れ
た
人
は
温
か
い
春
の

一
日

を
満
喫

し
ま
し
た

。

(
}
源
太
桜
ま
つ
り
俳
句
秀
句
i

池
川
嶋
谷

三
百
年
の
昔
を
源
太
棋
か
な

竹ー

集
ひ
来
て
源
太
棋
に
持
て
る
句
座緒

方
豊
子

川
内
に
名
高
き
源
太
概
か
な

I~I 

旧
道
に
人
を
招
き
し

山
概

慶

選風広

~婦人会より~

役員選出も終わり、春風に帆をか

けて 10年度を出発しました 。

今年度もどうぞよろしくご支援く

ださいませ。

四
月
五
日

間
、

中
央
公
民
館
で
、

北
方
獅
子
舞
と

、
心
参
太
鼓
が
共

一
演
し
て
、
お
花

一
見
ラ
イ
ブ
が
開

一
催
さ
れ
ま
し
た

。

こ

の
ラ
イ
フ
に

は
、

約
三
0
0 昇

文
芸

表
川
水
7

社
四
月
例
会

僧
も
来
て

浮
世
談
誌
の
花
見
か
な

甘
え
ん
ぽ
拘
ね
て
は
し

ゃ
い

で
机
の
花

馬
の
子
の
丸
ま
み
れ
に
牧
広
し

山

の
湯
の
ひ
そ
と
あ
り
け
り
月
脱

夜
桜
の
妖
し
さ
ま
で

の
色
香
か
な

お
ん
ほ
ろ
と
な

り

し

自
転
車
卒
業
す

お
茶
の
悶
へ

誘
ふ
友
や
桜
餅

吠
の
田
に

毛
池
J
Z比
え
山
笑
ふ

春
風
や
一
ー
が
たま

り
に
女
学
生

ゆ
る
や
か
に

波
う
つ
枝
や
花
の
雲

春
眠
や
目
覚

し

時
計
喝
る
が
ま
ま

薮
椿
の
散
華
の
道
に
歩
を
ゆ
る
め

杉
花
粉
秩
父
の
空
は
け
ぶ
り
た
る

動
停
打
つ
波
の
住
処
見
つ
け
た
り

定
期
船
に
開
閉
橋
や
春
の
海

吠
里
の
八
戸
の
嘘
み
花
見
か
な

0 5 月ボカ シづく り

5 月 3 1 日 、 午後 7 時30分

中央公民館大ホール

ボカシで生ゴミを処理 し、土に

還しませんか。 畑のない人は、 庭

木の元に埋めて もいいし、 プラン

ターで美しく花を咲かすこともで

きます。 ボカシを上手に使うと臭

いはありません。

ご相談に応じます。

0日赤募金

5 月末日までです。 お世話にな

ります。 よろしくお願いします。

池
川
明
谷

戎
能
タ
タ
喜

田
中
笹
子

大
石
美
妙

純
ロ
史
子

渡
部
栄
樹

渡
部
て
る
み

菅
野

，

美
岬

菅
野

e

美
代

佐
伯
芳
女

花
山
加
寿

渡
部

五
月

領
案
世
津

・宮一

崎
越
路

池
川
英
弥

宇
和
川
悠
起

池
川
明
谷

0桜学級申し込み

地域づくり、地域に生きる勉強

をいたしましょうよ 。

選



人
の
人
が
詰
め
か
け
、
勇
壮
な
獅
子
持
、

一

太
鼓
を
楽
し

み
ま
し
た
。

一

日
本

一
の
技
を
持
つ
和
太
鼓
集
団
「
鼓

一

童
」
の
流
れ
を
く
む
心
参
太
鼓
は

、

松

一
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま
し
た

。

出
演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
の
合
聞
を

ぬ
っ
て

、

ハ
ー

ド
な
練
習
を
積
み
か
さ

ね
て
の
こ
の
日
の
葬
台

。

そ
の
舞
台
の

熱
気
が
そ
の
ま
ま
会
場
に
っ
た
わ
っ
て

く
る
す
ば
ら
し
い
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

山

出
身
の

三
谷
信
二
氏

を
中

心
に
結
成
さ
れ
、

松
山

市
を
中

心
に
活
躍

す
る
和
太
鼓
集
団
で
す

。

こ
の
心
参
太
鼓
と
、

川
内
町
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
北

方
獅
子
舞
が
共
演
し
、

日
本
の
伝
統
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
創
出
し
た

い
ど
ば
た
会
議
が

木
次
町
訪
問

四
月
十

一
日
、
い
ど
ば
た

会
議
の
メ
ン
バ
ー

十
四
名
が

姉
妹
川
の
木
次
町
を
訪
問
し

土
品
1
レ
ト~。

み
ご
と

な
桜
並
木
が

一
キ

ロ
に

わ
た
っ
て

あ
る
斐
伊
川

の
土
手
で
は
、
さ
く
ら
祭
り

も
聞
か
れ
て
お
り

、

桜
の
ト

ン
ネ
ル
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ

い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

そ

行
は

、

新
し

く
で

の
後
、

甘えん坊のー君。
春風刺iちゃんと仲良く元気に大き
くなあれ。

( 5 月 l 日 生)

き
た
木
次
町
の
温
泉
施
設
「
お
ろ
ち
湯

っ
た
り
館
」
に
も

立
ち
寄
り
、
桜

一
色

の
木
次
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

(父母より )

「ー「 色白

沼| 長
同| 部
] 花か

采な

ち
ゃ

ん
( 5 月 13 日生) r

元気でやさしい子に育 っ てくださ

4木次町を訪問し た 「い ど ば た会議J
の メ ンバー

川

柳
も

づ
く
吟
社

三
月
例
会

士
五
ロ
撰
亭

春
風
が
、
ブ
ラ
ン
コ

に
乗
る
遊
園
地

斗
病一

へ
日
溜
り

程
に

温
か
い
妻

持
ち
時
間
ま

だ

有
る
つ
も
り
チ
を
拡
げ

金
持
ち
に
な
る
程
用
心
深
く
な
り

温
か
い
う
ち

に
と

届
く
両
隣
り

夜
な
べ
す
る
祖
父
の
背
中
に
ホ
ッ

カ
イ

ロ

山

の
幸

一
杯
持
っ
て
母
が
来
る

好
良
仕
事
つ
Y
U

つ
Y
U
と
脱
く
暖
か
さ

花
押
し
て
春
の
忠
出
あ
た
た
め
る

雲
掴
む

話
に
点
っ
た

温
暖
化

温
か
い

接
待
受
け
る
よ
も
主
併

好
に
山
に

券
を
感

じ
て

旅
に
立
ち

弁
当
を
拡
げ
て
士
容
が
具
っ

盛
り

五
月
句
会
御
案
内

時

五
月
二
日

出

場
所
中
央

公
民
館

日
兼
題
待

つ

・
芝
居
・

の
ほ
ほ
ん

新
し
い
人
も
増

え
て

居
り
ま

す
。

皆
様
も

ど
う
ぞ
お

出
掛
け
下
さ
い
。

選

官
望子

日
美
雪

4公
同

義
国

高
岡

」紫
ご を3
fj¥ll_ 

山
本
e
ひ
ろ
士
心

篠
森
美
登
里

回
の
岡
田
州

都
築
登
貴
子

佐
ヤ
木
胡
舟

山

本

紫
へと
コヲ

田
中

元f

峯

乎
岡

川
崎
舟

渡
部
佐
久
良

高
瀬
喜
撰
亭

午
後
七
時
三
十
分

日

ム / 言 問
〉尽 子

子2
ち
ゃ

ん

( 5 月 20 日 生)

シ
」

んや弘
ノ

兄て

。

つ

ね

な
う

/
\
宇
品

、

き
遊
大
く
く
良

早
仲

(父旬より)

来月号は、 6 月生まれの満 1

歳児を募集します。 5 月 5 日ま

でに役場総務課広報係まで写真

とコメン トをお寄せください。



イプブ才メ/ジョブ

園
平
成
日
年
歌
会
始

一
詠
進
歌
募
集

口
お
題「

車
問
」

口
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で

一
人

一
首
と
し

、

未

発
表
の
も
の
。

②
用
紙
は
、
半
紙

(和
紙
)
と

し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。

③
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左

半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
っ
き
)、

生

年
月
日
及
び
職
業
を
縦

書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

(下
記

書
式
図
参
照

)
。

口
し
め
き
り

9

月
初
日
ま
で

(
当日
消
印
有

効
)

口
郵
送
先

い進宮都 〒
J 歌 内千 l
」庁 代 O

と ( 回 O
書な 区
きお千 8
i茶 、代 l

え封田 1
て筒 1 1 
くに番
だ-， 1 東
さ詠号京

書式 図
(横長)

氏
名

生
年
月
日

以
業

お

題

I ~-

11 

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、l
-
r
l
 

戸
川

H
V
f
，

干

住

所

圃
土
寸
凡
文A
べ
存
佳
同
同
火
火
巳
川

.
ロ

l

ノ
山
相
4
↑
吾

E
E
'

口
日
時

平
成
叩
年
5

月

日
日
同

平
成
叩
年
7

月

1

日

附

平
成
叩
年
9

月

2

日

側

平
成
凶
年
日
月

日
目

的

平
成
日
年
1

月
6

日

同

平
成
日
年
3

月
3

日

附

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
叩
時
か

ら
午
後
3

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館
応
接

室

口
相
談
員

人
権
擁
護
委
員
3

名

(相
談
無
料

・

秘
密
厳
守

)

口 ・・・・・日子

ど
無も
末ヰ σ〉
j去日
律記
相念
談

土
寸

5

月

9

日

出
午
前
叩
時
1

午
後
3

時

口
場
所

愛
媛
弁
護
士
会

口
内
容

担
当
弁
護
士
数
人
が
常
駐
し
、

少
年
事
件
や
子
ど
も
の
人
権
問

題
な
ど
の
電
話
相
談
に
応
じ
る
。

(面
接
相
談
も
可

)

寸
」
同
口
火
火
1
寸

「
l
E

寸
吾
日
曜

H
1

主
川
小
本

口
相
談
電
話

8
9
4
1

・
9
0
0
1

一
交
通
事
故
相
談

口
日

土
寸

月

曜
日
か
ら
金
曜

日

午
前
9

時
半
1

ロ
時

午
後
l

時
1

4

時
刊
分

(祝
祭
日
を
除
く
)

口
場
所

松
山
市
花
園
町
1

の
3

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

松
山
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ

iノ

タ

口
内
容

専
門

の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無

料
)

※
弁
護
士
相
談
日

(毎
週
木
曜

日
午
後
1

時
1

4

時
予
約

制
・
相
談
無
料
)

口
相
談
電
話8

9
4
5

・
2
3
3
5

固
い
じ
め
・
な
や
み

圃
等
の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火

・
水

・

金
曜
日

午
前
8

時
ぬ
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

:
l
 

nノ
“
別
陪』教

育
相
談
室

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の

相

ム
火

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育

相
談
員
が
相
談

』
に
応
じ
ま
す
0

1

I
l
a
-

'
O

田
E
邑

火
火

R
U

明
司
圃

-
=
-
n

司

i
R

恥
凶

日
日

p
b

目
・
・

'
T
n
a

-

-
ほ
沼
咽
・

エ
内H

nh
u

問
問ω
幽

--=
日

Fh
u

・
胴
嗣
・

E

Q
d

雪
且

一
作
E
m
幽

円与、

合
"雪〉需ち

口 ・・・圃圃

日 Z98
天春
干の
イ花

jレ

土
寸

4

月
お
日

川W
14
月
初
日
同

9

時
1

げ
時

口
会
場

愛
媛
県

花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

8
9
6
4

・
5
8
6
7

容一
一
小

花
と
花
壇
の
コ
ン
ク
ー
ル

、

口
展内



イプブ才メ/ジョブ

趣
味
の
園
芸
展
、
押
し
花
展

、

ハ
l

ブ
展
な
ど

行

事
花
の
種
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
ポ
ッ

ト

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

、
花
の
お

絵
か
き
、
花
と
緑
の
相
談
コ

ー

ナ
ー

、

ふ
る
さ
と
市
コ
ー

ナ

ー
、
パ
ザ
l

、

フ
ラ
ワ

ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
遊
具
コ
|

ナ
ー

な
ど

圃
愛
媛
県
高
齢
者

園
通
信
大
学

口
学
習
期
間

平
成
叩
年
6

月
l

H
年
3

月

口
募
集
定
員

1
0
0

人

口
受
講
資
格

県
内
に
住
ん
で
お

ら

れ
る

印
歳

以
上
の
方

口
受
講
申
込
み

定
め
ら
れ
た
受
講
願

書
に

必
要

事
項
を
記
入
の
う
え

、
松
山
市

道
後
町
2

丁
目
9

香
川
汁
号
愛
媛

県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ

ー

へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
申
込
み
期
間

平
成
叩
年
5

月
1

日

樹
か
ら
5

月
幻
日
嗣
ま
で

※
な
お
、

定
員
超
過
の
場
合
は

、

抽
選
に
よ
り
決
定
の
う
え
通
知

し
ま
す
。

口
講
座
内
容

①
一
般
課
題

哲
学

、

生
涯
学
習

、

文
化
、

経
済

、

福
祉

、

社
会
、
健
康
、

歴
史

②
特
別
課
題

自
分
史

口
受
講
料

川
町
一
料

口 ・・・・・日展函

予
σ〉
大
名
武
田

土
寸

3

月
幻
日

出
1

5

月

叩
日
間

口
会
場

愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館

口
観
覧
料

大
人
(高
校
生
以
上
)5
0
0

円

小
中
学
生議γ
2
5
0

円

園
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯

園
地
創
立
幻
周
年
行
事

土
寸
n
M
HF
 

5

月
担
日
m
m
時
1

日
時

口
場
所

松
山
市
南
梅
本
町
乙
1
1

5

陸
上
自
衛
隊
松

山

駐
屯
地

口
催
し
物

記
念
式
典

、

装
備
品
展
示
、
ジ

ー

プ
試
乗

、

ミ
ニ
凹
駆
大
会

、

ロ
日売

店
な
ど

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山

駐
屯
地
広
報
班

2
9

7

5

・
0
9
1
1

口 ・・・・・日愛

媛
大
前.c.
弓ー

医
.会主A

-Tｭ
傘~
刀て

土
寸

日
"

5

月

m
m日
倒
1

5

月
白
日
間

,J,APAN SELF DEFENSE FORCES 

8
9
5
5

・

1
6
0

6

口
場
所

愛
媛
大
学
重
信
キ
ャ
ン
パ
ス

口
内

容

5

月

却
日

倒
夜
市

、

5

月

初
日

出
フ
リ

l

マ
ー

ケ
ッ

ト
、
バ
ザ

ー
、
市
民
講
座

、

妊
婦
体
験

、

救
急
医
療
体
験
、
健
康
相
談
な

ど
、

5

月

引
日

間
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、

オ
ー

ク
シ
ョ
ン

、

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部
医
学
祭
実
行

悉
色
貝
ム一品

園
自
動
車
税
の
納
期
限

圃
は6
月
1

日
で
す

〈お問い合わせ先〉

松山市北持田町 1 32
松山地方局課税第二課

fi941-1111 

.@月ごみの収集日・ 一割 966-4989
1. もえ るごみ

収集曜 日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 西谷 5月4日 ( 月 )の

月 ・木 土谷 . i骨 )11 . 奥松瀬川 振替収集は 、
士ト写一一

天干11 1 ( 111 回団地を除く ) いたしません。

火 ・ 金
北方策 北方西 5月5 日 (火)は

週 南方策南方西 5月6日 (水)に収集

水 -土
前松瀬川・山田団地 '横灘団地

変更なし
町西 ・ 町東 (天神を除<l

2 もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガうλ空ビン類 空均等金物類 粗大ごみ

東谷'西谷

土谷滑川 ・奥松瀬川 5 月 11 日 (月 ) 5 月 25 日 (月 ) 5 月 18 日 (月 )
天神(山田団地を除く )

北方東・北方西 5 ~ 12 日 (火) 5 月 26 日 (火) 5 ~ 19 日 (火)
南方東 ・ 北方西

町西 ・ 町東 (天神を

除く ) 前松瀬川 5 月 13 日 (水) 5 ~27 日 (*l 5 月 20 日 (水)
山田団地・横灘団地



健康センターから

5 健康情報
-健康センター n966・2191

-国際気拡副(fl韮老酒

O歯科検診
日時 5 月 21 日 (木)

受付午前 9 時~ 11時
午後 l 時~ 3 時

場 所 健康センタ ー 2 附

対象児 I 歳~就学前の幼児
内容 歯科診察

フッ素 - サホライド塗布

ブラッシング指導
持参品 母子健康手帳、歯ブラシ 、

タオル

料金 200円

0もぐも ぐ教室 (離乳食講習)
日時 5 月 26 日 (火)

午前 9 時30分~
場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 9 年 11 月 ~平成10年
1 月生まれの乳児と母親

内容 栄養士の話「離乳食の進
め方について」

調理実習及び試食、身体
測定、育児相談

持参品 母子健康手帳、エプロン

0 3 歳児健診

日時 5 月 28 日 (木)
受付午後 l 時 ~ 2 n寺

場 所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 6 年 10月 ~ 12月生ま
れの幼児

内容 身体測定、小児科診察、
歯科診察、保健指導
(栄養 ・歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します )

-5î3!温語調圃

日 E寺

0乳幼児相談
日時 毎週水1 11~ 日午前 9 時~

12 11寺

場 所 健康センター l 階

持参品 母子健康手帳
内容 身体ì!!IJ定、育児相談

.昭和50年~52年生まれの方、気を
つけて!

ポ リオ (小児マ ヒ ) について ・-
O昭和50年 ~ 52年に生まれた方につ

いて、ポリオの免疫を保有してい
る方の割合が他の年齢層に比べて

低いことが、 厚生省の調査でわか

り ました。
ポリオの免疫を保有していない

方は 、 ポリオの予防接種を受けた

者と接する機会が多い場合や、ポ
リオウイルスが存在する固に旅行

するなどの場合、ポリオに感染し
て発症する可能性があります。

。昭和50年~ 52年に生まれた方は

*お子様がポリオを接種するとき
女ポリオウイルス常在国に渡航さ
れるときに、再度ポリオの予防
接種を受けられることをおすす
めします。

ポリオの予防接種は、予防接種法
に基づかない任意接種の対象とな
りますので、医療機関において自
費で接種を受けることになります。

Oなお、接種医療機関や詳しい内容
については、健康センターまでお
問 U、合わせ下さい。

川 内町健康センタ- 966-2191 

対 象 児 と 注 意事 項

種?合昆 5 月 6 EI (水 )
3 ヵ月 - 7 j:&6 ヵ月の者。
牢 百日ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 ( ジ

午後 2 n寺 - 3 n寺
フテリア ー破似}!I\U を受付で申し 1'1'1 て受けて下さし、。

オさ 5 J=1 13 日 ( オく ) 3 ヵ月 一 7 �& 6 ヵ月の者、。1) 20101 (7)<.) 
本 下痢をしている方は'支けらません。オ とFfí< 2 1時 一 3 1 1寺

本目炎日尚 5 月 15 日 ( 金)
6 ヵ月 - 71及 6 ヵ月の者。

牢 標準的には、 3 歳で 21IIJ 、 4 践で 1 l!ll の合計 3
午後 2 時 - 3 r時

回を受ける:必民があります。

風
1 歳- 7 歳 6 ヵ 月の者 。

5 月 29 日 (金) 牢 MMR ( 畑、L疹 . ).麻疹・おたふくかぜ) を受けて

疹 午後 211寺 - 3 11寺 いる方は、受ける必裂はありません。

牢 }j;f(則とし て、 J，f'l'~多 J支干旦後に受けて!ごさ し、。

。場 所 健康センター 2 階 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体混昔|

a画‘

EE義軍事事

0いきいき健康講座
日時 5 月 8 日(金)午後1 1時30分~3時
場 所 健康センター 2 階

内 容 「毎日できるやさしい健康体操j

十全病院理学療法士
藤原雅弘先生

-Ir~義~j謂置

0滑川健康相談
5 月 22 日 (金)
海上 午前11時 ~ 12時
生活改善センター 午後 l 時 ~ 2 時

7L 騎 午後 2 時20分~ 3 時20分

O健康相談・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。 健康に関
することはお気軽にご相談下さい。

日時 毎週水H程日午前 9 時~ 12時
場 所 健康センター l 階運動指導室

-U.D1.::iU..I・

理学療法士による機能回復の訓練を行ってい
ます。
日時 毎週水曜日午後 1 時~3 時
場 所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、 保健婦
までご連絡下さい。

-z歪置f... iÞ_i霊園田園
日 時 毎週月曜 日午前 8 時30分~ 10時

場 所 健康センター

持参品 印鏡、登録をしている犬は鑑札
予防注射済票

B置
日時 5 月 11 日 ( 月 )

らくれん午前 9 時30分~ 12時
役場 午後 l 時 ~4 時

-n~[tß当iヨ巨圃
(診療時 1111 午 iiír 811年30分~午後 51時30分)

日 当番医 住 所 電 話

3 1:1 愛媛十全医療 川内 arJ 南方 966 (慾法記念日) 学院付属病院 5011 

4 臼
重信アリ二、ノク 重信町志 i~lt 川 964 ー

(娠七十休 1:1 ) 1188 

5 1三l
石川小児科 重信町村l河原 955ー

( こどもの日) 0333 

10FI 増田整形外科 松山市南梅本町 970 ( 日 H程日 ) 2020 

17'-1 刃向も 1;1;1 科 川内 al] 南方 966ー
(H llioI FI) 2226 

24 日 中川病院 松山市南締本IlIf 976-([11I7i1 [1) 7811 

31 卜i
宮内病院 松山市北締本町 975ー

( EI II担日 ) 0091 



Photo 

表紙の写真

4 月 1 日、ふるさと交流館がオープンしま

した。 当日は、あいにくの雨で開館セレモニ

ーも交流館の玄関で行われました。 テープカ

ッ ト の後、大勢の人がお風目などを楽しみま

した 。

人

( 4 月 1 日現在)

10，988人 ( -36人)

5，211 人 ( -22人)

5，777人 ( -14人)

町の動き

口

男

女

( -10戸)

戸籍の窓
( 3 月受付分・敬称略)

3，679戸世帯数

オ
キ
チ
モ
ズ
ク
生
育
地

写
真
は
、
昭
和
三
十
五
年
頃
に
撮
っ
た
オ
キ
チ

泉
周
辺
の
風
景
で
す
。

オ
キ
チ
泉
か
ら
流
れ
出
る
水
は

、

水
路
を
と
お

っ
て

、

重
信
川
対
岸
の
見
奈
良

地
区
へ
と
流
れ
て

い
ま
す
が

、

当
時
は

、
水
路
も

石
積
み
で
し
た
。

こ
の
オ
キ
チ
泉
の
す
ぐ
棋
に
は
、

重
信
川

が
流

れ
て
お
り

、

そ
の
土
手
に
は

、

み
ご
と
な
松
が
並

ん
で
い
ま
し
た

。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

女お誕生おめでとうございます

住所 保護者名前生年月日
A れ ん

川内マンション 富 田 敬史 BE 涛 2 .21 

上砂 佐伯正朋美 3 .11 

西中村光藤 一徳多愈 3 .15
jHI之内音lH iJ主音1\ 真吾 可菜子 3.25 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

下之 IIIT 三木外次郎 87 3.3 三木外次郎

ガリラヤ五 近藤キクヨ 93 3.8 近藤キクヨ

ガリラヤ ~J 大西条子 71 3.10 大西条子

保 免 手島 利男 74 3.17 手島 利男

EI 近藤清子 83 3 .21 近日生 茂

ガリラヤ荘 ;出;EEI 真彦 90 325 宮田真彦

新
緑
の
季
節
と
な
り

、

外
に
出
か

け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す

。

ま
も
な
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ

ー
ク

で
す
が
、
町
内
の
塩
ヶ
森
ふ
る
さ
と

公
園

、

白
猪
の
滝

、

滑
川
渓
谷
な
ど

も
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

。

今
年
は

、

そ
れ
に

加
え
、
ふ
る
さ

と
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ゴ
ー

ル

デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
も
大
勢
の
人
が
訪

れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

湯
っ
た
り
、
湯
つ
く
り
と
浴
槽
に

身
を
お
き

、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ

ッ

シ
ュ
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

(臨書

a画‘

編集/川内町総務課

〒 79ト0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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井
内
の
永
井
公

一
さ
ん
方
に

、

水
車
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
の
水
車
は
、
備
中
松

山

城
の
あ
る
岡
山

県
高
梁
市
の
中
洲

公
園
に
あ

っ

た
水
車
で
す
。

こ
の
水
車
の
制
作
者
の
橋
本
義
興
さ
ん

(惣
田
谷
下

)

水

車

古
く
な
っ

た
水
車
三
つ
の
う
ち

一
つ
を
川
内

へ
持
ち
帰
り
、
永

井
さ
ん
方
へ
設
置
し
ま
し
た
。

勢
い
よ
く
回
る
水
車
は

、
辺
り
の
風
景
に
溶
け
込
み
、

か
な
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す

。

がの
ど


